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日
本
脳
炎
予
防

接
種
の
日
程

▽
対
象
者
　
満
三
歳
以
上
入
学
前
及

び
満
五
十
五
歳
以
上
六
十
四
歳
ま
で

　
　
　
　
の
人
で
今
回
申
し
込
み
を

尿
病
患
者
、

防
接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適
当
と
認

め
ら
れ
る
者
O
ア
レ
ル
ギ
ー
、
け
い

れ
ん
体
質
者
O
妊
産
婦
O
結
核
、
胸

腺
リ
ン
パ
体
質
者
。

さ
れ
た
方
。

▽
注
意
事
項
　
O
当
日
は

必
ず
体
温
を
計
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。
○
問
診
票
は

会
場
で
記
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
こ
ど
も
さ

ん
の
接
種
は
必
ず
保
護
者

が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
母
子
健
康
手
帳
も

忘
れ
ず
に
。
O
料
金
は
大

人
、
小
人
共
一
回
三
百
十

円
で
す
。
O
初
回
の
方
は

二
回
接
種
。
追
加
の
方
は

一
回
接
種
で
す
。

▽
こ
の
注
射
を
受
け
ら
れ

な
い
方
　
○
満
三
歳
以
下

の
者
○
有
熱
患
者
、
心
臓

血
管
系
、
腎
臓
ま
た
は
肝

臓
に
疾
患
の
あ
る
者
○
糖

　
脚
気
患
者
、
そ
の
他
予

実
施
地
区

一
　
　
回
　
　
目

二
　
　
回
　
　
目

実
施
会
場

実
施
月
日

受
付
時
間

実
施
月
日

受
付
時
間

吉
田
地
区

5
月
1
0
日

　
〉
　
月
　
（

　
そ
2
時
～
2
時
3
0
分

5
月
1
9
日

　
）
　
水
　
（

　

f
3
時
2
0
分
～
3
時
30
分

吉
田
小
学
校

2
時
5
0
分
～
3
時

2
時
5
0
分
～
3
時

名
ヶ
山
小
学
校

水
沢
地
区

2
時
～
2
時
3
0
分

2
時
～
2
時
15
分

馬
場
小
学
校

2
時
4
0
分
～
2
時
50
分

2
時
3
0
分
～
2
時
40
分

珠
田
分
校

吉
田
地
区

5
月
1
1
日

　
）
　
火
　
（

2
時
～
2
時
3
0
分

2
時
～
2
時
1
5
分

鐙
島
小
学
校

2
時
5
0
分
～
3
時

2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

真
田
小
学
校

中
条
地
区

（
飛
渡
）

2
時
～
2
時
10
分

2
時
～
2
時
10
分

池
谷
分
校

2
時
20
分
～
2
時
4
0
分

2
時
2
0
分
～
2
時
3
0
分

飛
一
小
学
校

3
時
～
3
時
1
0
分

2
時
5
0
分
～
3
時

飛
二
小
学
校

3
時
2
0
分
～
3
時
30
分

3
時
1
0
分
～
3
時
2
0
分

枯
木
又
分
校

下
条
地
区

5
月
12
日

　
）
　
水
　
（

－
時
3
0
分
～
－
時
50
分

5
月
2
0
日

　
）
　
木
　
（

－
時
4
0
分
～
－
時
50
分

下
条
小
学
校

2
時
5
0
分
～
3
時

2
時
20
分
～
2
時
3
0
分

東
下
組
小
学
校

嫡
井
躍
地
区

－
時
30
分
～
2
時
1
0
分

－
時
3
0
分
～
2
時

東
小
学
校

川
治
地
区

5
月
14
日

　
）
　
金
　
（

2
時
～
2
時
2
0
分

5
月
2
1
日

　
）
　
金
　
（

2
時
～
2
時
1
0
分

八
箇
小
学
校

2
時
～
2
時
3
0
分

2
時
2
0
分
～
2
時
3
0
分

川
治
公
民
館

水
沢
地
区

－
時
3
0
分
～
2
時

－
時
3
0
分
～
－
時
4
0
分

水
沢
小
学
校

3
時
～
3
時
3
0
分

2
時
～
2
時
10
分

野
中
小
学
校

六
箇
地
区

5
月
1
7
日

　
）
　
月
　
（

2
時
～
2
時
3
0
分

5
月
2
4
日

　
）
　
月
　
（

2
時
～
2
時
1
0
分

六
箇
小
学
校

2
時
4
0
分
～
2
時
50
分

2
時
2
0
分
～
2
時
30
分

塩
之
又
分
校

＋
日
町
山
地

2
時
～
2
時
1
0
分

2
時
～
2
時
m
分

大
池
小
学
校

2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

2
時
2
0
分
～
2
時
3
0
分

赤
倉
分
校

中
条
地
区

　
（
平
場
）

5
月
1
9
日

　
）
　
水
　
（

－
時
3
0
分
～
2
時
1
0
分

5
月
2
6
日

　
　
）

　
　
水

　
　
（

－
時
3
0
分
～
2
時

中
条
小
学
校

＋
日
町
地
区

－
時
3
0
分
～
2
時
1
5
分

－
時
3
0
分
～
2
時

＋
日
町
市
民
会
館

お産のあとも十分な

栄養をとりましょう

　　　　　ρ　　　　　　ゆ

牛
乳姦

蛸

　
蚕～
’

㌔
◎

一

事
業
名

期
日

受
付
時
間

会
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

4
カ
月
児

検
診
普
に

育
児
学
級

18
日
（
火
）

午
　
後

1
時
半

～
2
時
半

十
日
町

公
民
館

51

年
1
月

生
ま
れ
の

者

全
　
　
　
域

身
体
測
定

内
科
検
診

育
児
学
級

3
歳
児

検
　
　
診

20
日

（
木
）

午
　
後

－
～
時

2
　
時

47

年
n
月

生
ま
れ
の

者

3
歳
6
カ
月
児
を
対
象

個
人
通
知
が
な
く
と
も

該
当
月
の
方
は
お
い
で

く
だ
さ
い

育
　
　
児

相
　
　
談

6
日

（
木
）

午
　
後

1
時
半

～
2
　
時

吉
　
田

出
張
所

生
　
　
後

12

カ
月

ま
で
の
者

吉
田
地
区

内
容
は

身
体
測
定
、
保
育

に
っ
い
て
の
相
談

な
ど
で
す

7
日

（
金
）

水
　
沢

出
張
所

水
沢
地
区

11
日
（
火
）

中
　
条

公
民
館

中
条
地
区

11
日
（
火
）

下
　
条

出
張
所

下
条
地
区

21
日

（
金
）

十
日
町

公
民
館

50

年
5
月
1

日
～
5
0
年
7

月
3
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た

者

全
　
　
　
域

婚
　
　
前

新
婚
者

健
康
相
談

6
日

（
木
）

午
　
後

－
～
時

1
時
半

十
日
町

保
健
所

希
望
者

全
　
　
　
域

内
容
は
健
康
相
談
、
家

族
計
画
、
血
液
検
査
（
梅

毒
）
で
無
料

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　　一レ湖　　．厚ノ朔
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春
た
け
な
わ
と
な
り
、
屋
外
で
運

動
す
る
に
は
絶
好
の
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
さ
わ
や
か
な
季
節
に
思

い
き
り
手
足
を
動
か
し
、
日
頃
の
運

動
不
足
を
解
消
し
、
気
軽
な
体
力
づ

く
り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
市
教
委
で
は
、
家
族
連
れ
で
で
き

る
お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
婦
人

体
育
教
室
な
ど
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
の
気
軽
な
体
力
づ
く
り

と
健
康
の
た
め
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
先
及
び
詳
細
は
、
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
魯
七
－
三
一

一
一
番
へ
。

　
お
は
よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　
明
る
い
仲
間
づ
く
り
と
体
力
づ
く

り
を
目
標
に
よ
り
多
く
の
市
民
と
接

し
、
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
正
し
い

　
　
　
　
　
監
，
ー
ジ

　
　
ぜ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯉
．

　
　
　
　
　
　
　
悔
　
　
　
詠

愈
　
　
、
　
顕
　
　
‘

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

　
期
日
　
六
月
二
日
～
七
月
三
十
一

　
日
、
九
月
一
日
～
九
月
二
十
九
日

　
毎
週
水
・
土
曜
日

　
時
間
　
午
前
五
時
半
集
合
（
雨
天

　
中
止
）

　
集
合
　
市
役
所
前
広
場

　
参
加
料
　
保
険
料
含
み
三
百
円

婦
人
体
室
胃
教
室

　
日
頃
、
と
か
く
運
動
不
足
が
ち
の

婦
人
層
を
対
象
に
、
つ
ぎ
の
と
お
り

体
育
教
室
を
開
設
し
、
体
力
づ
く
り

明
る
い
仲
間
づ
く
り
、
家
庭
づ
く
り

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　
期
間
　
六
月
一
日
～
七
月
三
十
一

　
日
、
九
月
一
日
～
十
月
三
十
一
日

　
会
場

　
市
民
体
育
館
　
毎
週
木
曜
日

　
水
沢
小
学
校
　
毎
週
火
曜
日

　
吉
田
小
学
校
　
毎
週
金
曜
日

　
川
治
小
学
校
　
毎
週
水
曜
日

　
時
間
午
後
七
時
半
～
九
時
ま
で

　
種
目
　
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
体

操
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
・
、
、
ン
ト

ン
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
そ
の
他
。
参
加

希
望
者
は
、
保
険
料
三
百
円
を
添
え
、

市
教
委
ま
た
は
関
係
公
民
館
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
池
田
氏
に
総
理
大
臣
表
彰

　
池
田
一
雄
氏
（
中
条
北
原
）
は
、
昭

和
五
十
年
国
勢
調
査
調
査
員
と
し
て

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
、
内

閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
池
田
一
雄
氏
経
歴

　
国
勢
調
査
従
事
六
回
、
そ
の
他
各

種
統
計
調
査
従
事
二
十
五
年
。

県
美
術
展
覧
会
十
日
町

展
に
お
い
で
く
だ
さ
い

　
第
三
十
一
回
新
潟
県
美
術
展
覧
会

（
県
展
）
が
、
新
潟
県
教
委
、
新
潟

日
報
社
、
新
潟
、
長
岡
、
上
越
、
新

発
田
、
両
津
、
十
日
町
市
教
委
主
催

で
五
月
二
十
一
日
か
ら
七
月
八
日
ま

で
、
県
下
六
会
場
で
、
せ
い
だ
い
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
出
品
作
品
は
、
日

本
画
、
洋
画
、
版
画
、
彫
刻
、
工
芸
、

書
道
、
写
真
の
七
部
門
で
入
選
作
品

で
優
秀
な
も
の
は
県
展
賞
な
ら
び
に

奨
励
賞
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　
お
誘
い
合
せ
の
う
え
多
数
ご
観
覧

く
だ
さ
い
Q

　
十
日
町
展
日
時
会
場

　
と
き
　
六
月
十
九
日
（
土
）
～
六

月
二
十
三
日
（
水
）
午
前
九
時
半
か

ら
午
後
六
時
ま
で
。
（
六
月
二
十
三
日

の
最
終
日
は
午
前
九
時
半
～
四
時
）

　
と
こ
ろ
市
民
体
育
館

　
入
場
料
八
　
）
内
は
団
体
及
び
優

　
待
券
持
参
の
場
合

　
一
般
二
百
円
（
、
白
七
十
円
）

　
学
　
生
　
百
円
（
七
十
円
）

　
小
学
生
　
五
十
円
（
二
十
円
）

　
優
待
券
は
市
役
所
、
公
民
館
本
館

な
ら
び
に
各
地
区
公
民
館
に
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
山
火
事
に
注
出
思

　
県
ド
各
地
で
山
火
事
が
続
出
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
タ
バ
コ
の
投
げ

捨
て
な
ど
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
春
先
は
、
行
楽
や
山
菜
取
り
等
で

山
に
入
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
　
つ
ぎ
の
こ
と
に
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
た
き
火
の
後
始
末
を
完
全
に
し
、

た
ば
こ
の
吸
殻
は
必
ず
消
す
こ
と
。

火
人
れ
の
許
可
は
必
ず
と
る
こ
と
。
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新
潟
県
青
年
海
外
派
遣
侯
補

者
を
募
集

　
新
潟
県
は
、
本
県
青
年
に
広
く
海

外
の
実
情
を
視
察
研
修
さ
せ
、
青
年

の
国
際
的
視
野
を
広
め
る
た
め
、
新

潟
県
青
年
海
外
派
遣
団
員
候
補
者
を

つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
希
望

者
は
六
月
十
五
日
ま
で
に
市
社
会
福

祉
事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
者
の
中
か
ら
選
考
の
う

え
、
二
人
を
県
へ
推
せ
ん
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
用
紙
及
び
く
わ
し
い
こ

と
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
（
曾
七
ー

三
一
一
一
番
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

　
応
募
で
き
る
人

　
昭
和
五
十
一
年
十
月
一
日
現
在
二

十
歳
以
上
二
十
六
歳
未
満
の
男
女
で

本
県
在
住
者
に
限
り
ま
す
。
地
域
の

青
年
サ
ー
ク
ル
、
グ
ル
ー
プ
活
動
に

活
躍
し
、
今
後
も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
人
。

　
派
遣
地
域
等

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

量Illll”III”1”1”，1唇”II昭和51年5月25日1

809人が大人の仲間入り
　
去
る
五
月
九
日
の
五
月
晴

れ
の
日
曜
日
、
十
日
町
市
の

成
人
式
が
行
わ
れ
、
八
百
九

人
が
大
人
の
仲
問
入
り
し
ま

し
た
。

　
二
十
歳
の
記
録
入
賞
者

を
決
定

　
優
秀
賞

　
わ
た
し
の
青
春
…
宮
沢
玲

子
（
小
黒
沢
）
わ
た
し
の
仲
間

…
庭
野
吉
造
（
菅
沼
）
わ
た
し

の
職
業
…
水
落
良
孝
（
為
永
）

働
き
な
が
ら
学
ぶ
…
金
子
春

美
（
本
町
六
i
一
）
親
か
ら
学

ん
だ
こ
と
…
尾
身
京
子
（
中

平
）
詩
「
二
十
歳
」
…
古
沢
泰

子
（
北
鐙
坂
二
）

春
日
市
長
か
ら
表
彰
状
を
手
渡

さ
れ
る
古
沢
泰
子
さ
ん

ラ
ン
ド
方
面
。
期
間
は
十
月
中
旬
（
十

日
間
）
の
予
定
。
個
人
負
担
十
万
円
。

…
日
ス
ス
ス
ス
ス
ス
ス
ス
ま
。
…

徊
ニ
ニ
一
二
㎝
れ
い
…

髄
コ
コ
鯉
コ
コ
コ
コ
題

部
婆
佐
沢
治
条
田
濡
廊

い
ま
飛
下
美
水
川
中
吉
六
本
い

…
だ
）
）
）
）
）
）
）
）
で
お
㎜

…
こ
火
水
木
金
火
水
金
土
料
に
…

一
庫
“
“
脳
双
“
服
杖
“
撫
軽

載
鑑
皿
鍛
鍛
矧
絵
…

…
開
惹
少
鋤
㌫
欝

號
謹
辱
甜
は
現
況
届
の
提
出
を

　
児
童
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年
現

況
届
を
市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
提
出

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
も
つ
ぎ

の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
届
出
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
況
届

は
、
六
月
現
在
に
お
け
る
前
年
の
所

得
状
況
、
児
童
の
養
育
、
監
護
、
転

職
の
有
無
等
に
つ
い
て
確
認
の
た
め

行
う
も
の
で
届
出
が
お
く
れ
ま
す
と

支
払
い
に
支
障
が
生
じ
ま
す
の
で
期

日
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
日
程

　
六
月
八
日
～
十
日
午
前
九
時
か
ら

　
午
後
四
時
市
社
会
福
祉
事
務
所

　
六
月
三
日
午
前
九
時
～
正
午
　
中

　
条
地
区
公
民
館
　
六
月
三
日
午
後

　
一
時
～
午
後
四
時
　
下
条
出
張
所

　
六
月
四
日
午
前
九
時
～
正
午
　
吉

　
田
出
張
所
六
月
四
日
午
後
一
時

　
～
午
後
四
時
　
水
沢
出
張
所
。

　
持
参
い
た
だ
く
も
の

　
印
鑑
、
国
民
健
康
保
険
証
ま
た
は

　
健
康
保
険
被
保
険
者
証
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備

講
習
会
を
開
催

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
受
験
準
備
講

習
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

　
希
望
者
は
六
月
五
日
ま
で
に
十
日

町
地
域
消
防
本
部
（
川
治
内
後
）
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
期
日
　
六
月
十
七
日
～
十
八
日

　
（
二
日
間
）

　
会
場
　
十
日
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル

　
講
習
内
容
　
危
険
物
乙
種
第
四
類

　
対
象

　
防
火
管
理
者
講
習
会
を
開
催

　
防
火
管
理
者
資
格
付
与
講
習
会
を

つ
ぎ
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
受
講

希
望
者
は
六
月
一
日
か
ら
六
月
十
五

日
ま
で
に
十
日
町
地
域
消
防
本
部
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い

こ
と
は
十
日
町
地
域
消
防
本
部
（
魯

七
－
一
五
五
五
番
）
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

　
期
日
　
六
月
二
十
四
日
～
二
十
五

　
日会

場
　
十
日
町
地
域
消
防
署
庁
舎

　』

一
階
講
堂

講
習
テ
キ
ス
ト
代
干
六
百
五
を

　
円
程
度

帖
田
名
ケ
山
分
校
出
火
の

お
詫
び

　
去
る
五
月
十
一
日
吉
田
中
学
校
名

ケ
山
分
校
か
ら
出
火
、
木
造
二
階
建

延
三
〇
．
一
平
方
層
を
焼
失
し
ま
し
た
。

　
市
の
大
切
な
施
設
設
備
を
失
っ
た

こ
と
を
心
か
ら
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
出
火
に
際
し
ま
し
て
は
、
消
火
作

業
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
幸
い
、
小
学
校
校
舎

と
体
育
館
の
類
焼
は
免
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
の
一
部
を
使
用
し
、
生
徒
の

授
業
は
平
常
通
り
実
施
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
（
十
日
町
市
教
育
委
員
会
）

金
婚
該
当
者
は
お
申

し
出
を

　
こ
と
し
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
方

（
大
正
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
大
正

十
五
年
三
月
三
十
一
日
の
間
に
結
婚

し
た
方
）
で
夫
婦
と
も
健
康
な
方
は

嘱
託
員
さ
ん
ま
で
今
月
中
に
お
申
し

出
く
だ
ざ
い
。
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みどりの大敵

町内・部落ぐるみでアメシロ

を撲滅しよう
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緑
の
大
敵
と
い
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発
生
時
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
つ
ぎ
の
こ
と
を
参
考
に
し
て
ア
メ
シ
ロ
を
撲
減

し
、
緑
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ア
メ
シ
ロ
の
形
態
と
発
生
時
期

及
び
防
除
方
法

　
ア
メ
シ
ロ
は
他
の
チ
ョ
ウ
と
同
じ

よ
う
に
成
虫
、
卵
、
幼
虫
、
蠕
の
時

期
を
く
り
か
え
し
、
年
に
二
回
発
生

し
ま
す
。

（
イ
）
成
虫

　
体
の
大
き
さ
は
、
は
ね
を
広
げ
て

十
四
ミ
リ
駁
か
ら
十
六
デ
灯
位
で
す
。

一
回
目
の
発
生
は
五
月
中
旬
か
ら
六

月
初
め
頃
ま
で
、
二
回
目
は
八
月
中

旬
か
ら
九
月
上
旬
に
か
け
て
発
生
し

ま
す
。

　
一
匹
の
「
ガ
」
が
一
枚
の
葉
に
約

三
百
～
千
個
の
う
す
み
ど
り
色
の
卵

を
産
み
つ
け
ま
す
。

（
ロ
）
幼
虫

　
卵
か
ら
か
え
っ
た
幼
虫
は
、
一
枚

の
葉
に
集
団
で
糸
を
張
っ
て
巣
を
つ

く
り
、
葉
脈
を
残
し
て
葉
肉
だ
け
を

食
べ
て
大
き
く
な
る
の
で
、
下
か
ら

見
上
げ
る
と
葉
が
ス
カ
シ
状
に
な
っ

て
枯
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
巣
の
中
に
か
た
ま
っ
て
生
活
し
て

い
る
期
間
は
、
約
十
日
～
十
四
日
位

で
す
。
そ
れ
以
後
は
巣
か
ら
出
て
一

匹
づ
つ
行
動
し
、
葉
を
喰
い
あ
ら
し

て
ゆ
き
ま
す
。
十
分
成
長
し
た
幼
虫

の
大
き
さ
は
約
三
疹
位
に
な
吟
、
頭

部
は
黒
く
毛
は
臼
く
短
か
い
毛
虫
に

な
り
ま
す
。

　
〔
写
真
〕
は
二
令
幼
虫

　
第
一
回
目
の
発
生
は
、
六
月
中
旬

か
ら
七
月
中
旬
に
か
け
、
第
二
回
目

は
八
月
中
旬
か
ら
九
月
下
旬
に
か
け

て
発
生
し
ま
す
。

雛
麟
灘
議
㎜
、

　
成
虫
の
防
除
方
法
…
…
飛
ん
で
い

る
「
ガ
」
を
つ
か
ま
え
て
つ
ぶ
す
か

焼
い
て
く
だ
さ
い
。
手
で
つ
か
ん
で

も
毒
は
無
く
か
い
か
い
に
も
な
り
ま

せ
ん
。
卵
は
、
産
み
つ
け
た
葉
を
切

り
落
し
て
焼
く
か
踏
み
つ
ぶ
し
て
く

だ
さ
い
。

　
幼
虫
期
の
防
除
方
法
…
…
幼
虫
期

の
最
も
効
果
の
あ
る
時
期
は
巣
の
中

に
か
た
ま
っ
て
生
活
し
て
い
る
十
日

～
十
四
日
位
の
間
で
す
。
こ
の
時
期

に
ス
カ
シ
状
の
葉
を
切
り
取
り
焼
却

す
る
か
踏
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
よ
う
す
る
に
早
く
巣
を
見
つ
け
て

処
分
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
な
お
、

毛
虫
が
巣
の
中
に
入
っ
て
い
る
間
は

薬
剤
に
よ
る
防
除
は
糸
で
巣
を
作
っ

て
い
る
た
め
、
巣
の
中
ま
で
薬
が
入

り
に
く
く
効
果
は
、
非
常
に
薄
く
な

り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
防

除
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
q
D
枝
切
方
法

　
ア
メ
シ
ロ
の
巣
が
あ
る
枝
を
高
枝

切
り
バ
サ
ミ
か
カ
マ
を
竹
竿
等
の
長

い
棒
の
先
に
く
く
り
つ
け
切
り
落
し

焼
却
す
る
か
踏
み
つ
ぶ
す
。

　
⑭
巣
焼
き
方
法

　
竹
竿
等
の
先
端
に
空
缶
を
取
り
つ

け
、
そ
の
中
に
灯
油
を
ひ
た
し
た
布

切
れ
を
入
れ
、
火
を
つ
け
て
巣
を
焼

い
て
し
ま
う
方
法
で
す
。

　
こ
の
方
法
を
用
い
る
と
き
は
、
＼

枝
切
方
法
輕

｛

巣
焼
方
法

磁
，

・
蔑
蝋
巧

ノ

o

る方法

φ

ビ
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新
潟
県
青
年
海
外
派
遣
侯
補

者
を
募
集

　
新
潟
県
は
、
本
県
青
年
に
広
く
海

外
の
実
情
を
視
察
研
修
さ
せ
、
青
年

の
国
際
的
視
野
を
広
め
る
た
め
、
新

潟
県
青
年
海
外
派
遣
団
員
候
補
者
を

つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
希
望

者
は
六
月
十
五
日
ま
で
に
市
社
会
福

祉
事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
者
の
中
か
ら
選
考
の
う

え
、
二
人
を
県
へ
推
せ
ん
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
用
紙
及
び
く
わ
し
い
こ

と
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
（
曾
七
ー

三
一
一
一
番
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

　
応
募
で
き
る
人

　
昭
和
五
十
一
年
十
月
一
日
現
在
二

十
歳
以
上
二
十
六
歳
未
満
の
男
女
で

本
県
在
住
者
に
限
り
ま
す
。
地
域
の

青
年
サ
ー
ク
ル
、
グ
ル
ー
プ
活
動
に

活
躍
し
、
今
後
も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
人
。

　
派
遣
地
域
等

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

量Illll”III”1”1”，1唇”II昭和51年5月25日1

809人が大人の仲間入り
　
去
る
五
月
九
日
の
五
月
晴

れ
の
日
曜
日
、
十
日
町
市
の

成
人
式
が
行
わ
れ
、
八
百
九

人
が
大
人
の
仲
問
入
り
し
ま

し
た
。

　
二
十
歳
の
記
録
入
賞
者

を
決
定

　
優
秀
賞

　
わ
た
し
の
青
春
…
宮
沢
玲

子
（
小
黒
沢
）
わ
た
し
の
仲
間

…
庭
野
吉
造
（
菅
沼
）
わ
た
し

の
職
業
…
水
落
良
孝
（
為
永
）

働
き
な
が
ら
学
ぶ
…
金
子
春

美
（
本
町
六
i
一
）
親
か
ら
学

ん
だ
こ
と
…
尾
身
京
子
（
中

平
）
詩
「
二
十
歳
」
…
古
沢
泰

子
（
北
鐙
坂
二
）

春
日
市
長
か
ら
表
彰
状
を
手
渡

さ
れ
る
古
沢
泰
子
さ
ん

ラ
ン
ド
方
面
。
期
間
は
十
月
中
旬
（
十

日
間
）
の
予
定
。
個
人
負
担
十
万
円
。

…
日
ス
ス
ス
ス
ス
ス
ス
ス
ま
。
…

徊
ニ
ニ
一
二
㎝
れ
い
…

髄
コ
コ
鯉
コ
コ
コ
コ
題

部
婆
佐
沢
治
条
田
濡
廊

い
ま
飛
下
美
水
川
中
吉
六
本
い

…
だ
）
）
）
）
）
）
）
）
で
お
㎜

…
こ
火
水
木
金
火
水
金
土
料
に
…

一
庫
“
“
脳
双
“
服
杖
“
撫
軽

載
鑑
皿
鍛
鍛
矧
絵
…

…
開
惹
少
鋤
㌫
欝

號
謹
辱
甜
は
現
況
届
の
提
出
を

　
児
童
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年
現

況
届
を
市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
提
出

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
も
つ
ぎ

の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
届
出
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
況
届

は
、
六
月
現
在
に
お
け
る
前
年
の
所

得
状
況
、
児
童
の
養
育
、
監
護
、
転

職
の
有
無
等
に
つ
い
て
確
認
の
た
め

行
う
も
の
で
届
出
が
お
く
れ
ま
す
と

支
払
い
に
支
障
が
生
じ
ま
す
の
で
期

日
ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
日
程

　
六
月
八
日
～
十
日
午
前
九
時
か
ら

　
午
後
四
時
市
社
会
福
祉
事
務
所

　
六
月
三
日
午
前
九
時
～
正
午
　
中

　
条
地
区
公
民
館
　
六
月
三
日
午
後

　
一
時
～
午
後
四
時
　
下
条
出
張
所

　
六
月
四
日
午
前
九
時
～
正
午
　
吉

　
田
出
張
所
六
月
四
日
午
後
一
時

　
～
午
後
四
時
　
水
沢
出
張
所
。

　
持
参
い
た
だ
く
も
の

　
印
鑑
、
国
民
健
康
保
険
証
ま
た
は

　
健
康
保
険
被
保
険
者
証
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備

講
習
会
を
開
催

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
受
験
準
備
講

習
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

　
希
望
者
は
六
月
五
日
ま
で
に
十
日

町
地
域
消
防
本
部
（
川
治
内
後
）
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
期
日
　
六
月
十
七
日
～
十
八
日

　
（
二
日
間
）

　
会
場
　
十
日
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル

　
講
習
内
容
　
危
険
物
乙
種
第
四
類

　
対
象

　
防
火
管
理
者
講
習
会
を
開
催

　
防
火
管
理
者
資
格
付
与
講
習
会
を

つ
ぎ
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
受
講

希
望
者
は
六
月
一
日
か
ら
六
月
十
五

日
ま
で
に
十
日
町
地
域
消
防
本
部
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い

こ
と
は
十
日
町
地
域
消
防
本
部
（
魯

七
－
一
五
五
五
番
）
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

　
期
日
　
六
月
二
十
四
日
～
二
十
五

　
日会

場
　
十
日
町
地
域
消
防
署
庁
舎

　』

一
階
講
堂

講
習
テ
キ
ス
ト
代
干
六
百
五
を

　
円
程
度

帖
田
名
ケ
山
分
校
出
火
の

お
詫
び

　
去
る
五
月
十
一
日
吉
田
中
学
校
名

ケ
山
分
校
か
ら
出
火
、
木
造
二
階
建

延
三
〇
．
一
平
方
層
を
焼
失
し
ま
し
た
。

　
市
の
大
切
な
施
設
設
備
を
失
っ
た

こ
と
を
心
か
ら
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
出
火
に
際
し
ま
し
て
は
、
消
火
作

業
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
幸
い
、
小
学
校
校
舎

と
体
育
館
の
類
焼
は
免
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
の
一
部
を
使
用
し
、
生
徒
の

授
業
は
平
常
通
り
実
施
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
（
十
日
町
市
教
育
委
員
会
）

金
婚
該
当
者
は
お
申

し
出
を

　
こ
と
し
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
方

（
大
正
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
大
正

十
五
年
三
月
三
十
一
日
の
間
に
結
婚

し
た
方
）
で
夫
婦
と
も
健
康
な
方
は

嘱
託
員
さ
ん
ま
で
今
月
中
に
お
申
し

出
く
だ
ざ
い
。
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みどりの大敵

町内・部落ぐるみでアメシロ

を撲滅しよう
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緑
の
大
敵
と
い
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発
生
時
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
つ
ぎ
の
こ
と
を
参
考
に
し
て
ア
メ
シ
ロ
を
撲
減

し
、
緑
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ア
メ
シ
ロ
の
形
態
と
発
生
時
期

及
び
防
除
方
法

　
ア
メ
シ
ロ
は
他
の
チ
ョ
ウ
と
同
じ

よ
う
に
成
虫
、
卵
、
幼
虫
、
蠕
の
時

期
を
く
り
か
え
し
、
年
に
二
回
発
生

し
ま
す
。

（
イ
）
成
虫

　
体
の
大
き
さ
は
、
は
ね
を
広
げ
て

十
四
ミ
リ
駁
か
ら
十
六
デ
灯
位
で
す
。

一
回
目
の
発
生
は
五
月
中
旬
か
ら
六

月
初
め
頃
ま
で
、
二
回
目
は
八
月
中

旬
か
ら
九
月
上
旬
に
か
け
て
発
生
し

ま
す
。

　
一
匹
の
「
ガ
」
が
一
枚
の
葉
に
約

三
百
～
千
個
の
う
す
み
ど
り
色
の
卵

を
産
み
つ
け
ま
す
。

（
ロ
）
幼
虫

　
卵
か
ら
か
え
っ
た
幼
虫
は
、
一
枚

の
葉
に
集
団
で
糸
を
張
っ
て
巣
を
つ

く
り
、
葉
脈
を
残
し
て
葉
肉
だ
け
を

食
べ
て
大
き
く
な
る
の
で
、
下
か
ら

見
上
げ
る
と
葉
が
ス
カ
シ
状
に
な
っ

て
枯
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
巣
の
中
に
か
た
ま
っ
て
生
活
し
て

い
る
期
間
は
、
約
十
日
～
十
四
日
位

で
す
。
そ
れ
以
後
は
巣
か
ら
出
て
一

匹
づ
つ
行
動
し
、
葉
を
喰
い
あ
ら
し

て
ゆ
き
ま
す
。
十
分
成
長
し
た
幼
虫

の
大
き
さ
は
約
三
疹
位
に
な
吟
、
頭

部
は
黒
く
毛
は
臼
く
短
か
い
毛
虫
に

な
り
ま
す
。

　
〔
写
真
〕
は
二
令
幼
虫

　
第
一
回
目
の
発
生
は
、
六
月
中
旬

か
ら
七
月
中
旬
に
か
け
、
第
二
回
目

は
八
月
中
旬
か
ら
九
月
下
旬
に
か
け

て
発
生
し
ま
す
。

雛
麟
灘
議
㎜
、

　
成
虫
の
防
除
方
法
…
…
飛
ん
で
い

る
「
ガ
」
を
つ
か
ま
え
て
つ
ぶ
す
か

焼
い
て
く
だ
さ
い
。
手
で
つ
か
ん
で

も
毒
は
無
く
か
い
か
い
に
も
な
り
ま

せ
ん
。
卵
は
、
産
み
つ
け
た
葉
を
切

り
落
し
て
焼
く
か
踏
み
つ
ぶ
し
て
く

だ
さ
い
。

　
幼
虫
期
の
防
除
方
法
…
…
幼
虫
期

の
最
も
効
果
の
あ
る
時
期
は
巣
の
中

に
か
た
ま
っ
て
生
活
し
て
い
る
十
日

～
十
四
日
位
の
間
で
す
。
こ
の
時
期

に
ス
カ
シ
状
の
葉
を
切
り
取
り
焼
却

す
る
か
踏
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
よ
う
す
る
に
早
く
巣
を
見
つ
け
て

処
分
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
な
お
、

毛
虫
が
巣
の
中
に
入
っ
て
い
る
間
は

薬
剤
に
よ
る
防
除
は
糸
で
巣
を
作
っ

て
い
る
た
め
、
巣
の
中
ま
で
薬
が
入

り
に
く
く
効
果
は
、
非
常
に
薄
く
な

り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
防

除
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
q
D
枝
切
方
法

　
ア
メ
シ
ロ
の
巣
が
あ
る
枝
を
高
枝

切
り
バ
サ
ミ
か
カ
マ
を
竹
竿
等
の
長

い
棒
の
先
に
く
く
り
つ
け
切
り
落
し

焼
却
す
る
か
踏
み
つ
ぶ
す
。

　
⑭
巣
焼
き
方
法

　
竹
竿
等
の
先
端
に
空
缶
を
取
り
つ

け
、
そ
の
中
に
灯
油
を
ひ
た
し
た
布

切
れ
を
入
れ
、
火
を
つ
け
て
巣
を
焼

い
て
し
ま
う
方
法
で
す
。

　
こ
の
方
法
を
用
い
る
と
き
は
、
＼

枝
切
方
法
輕

｛

巣
焼
方
法

磁
，

・
蔑
蝋
巧

ノ

o

る方法

φ

ビ

0

o
“
〆
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■
火
に
十
分
注
意
し
、
山
火
事
等
に

気
を
つ
け
る
と
共
に
子
ど
も
さ
ん
に

ま
ね
を
さ
せ
な
い
よ
う
特
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
別
薬
剤
散
布
方
法

　
ア
メ
シ
ロ
が
巣
か
ら
で
て
樹
木
全

体
に
分
散
し
た
時
期
の
防
除
方
法
で

す
。
薬
剤
に
よ
る
防
除
は
薬
が
か
か

っ
た
虫
は
死
に
ま
す
が
、
樹
木
全
体

に
ち
ら
ば
っ
て
い
る
の
で
、
必
ず
薬

の
か
か
ら
な
い
虫
が
残
り
、
そ
の
一

匹
が
ま
た
三
百
か
ら
千
個
の
卵
を
産

む
の
で
撲
滅
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
す
。

代
表
的
な
防
除
薬
と
し
て
D
D
V
P

乳
剤
、
デ
イ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
乳
剤
等

が
あ
り
、
薬
局
や
農
協
等
で
市
販
さ

れ
て
い
ま
す
。
　
（
薬
剤
等
の
使
用
に

当
っ
て
は
、
使
用
方
法
等
十
分
注
意

し
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
）

防
除
機
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す

　
市
で
は
、
ア
メ
シ
ロ
の
撲
滅
を
図

る
た
め
ア
メ
シ
ロ
専
用
の
防
除
機
と

高
枝
切
り
バ
サ
ミ
を
設
置
し
、
つ
ぎ

の
要
領
で
無
料
貸
し
出
し
い
た
し
ま

す
◎
　
貸
付
対
象
者

　
市
政
事
務
嘱
託
員
及
び
各
事
業
所

責
任
者
（
防
除
は
町
内
や
部
落
全
体

で
行
わ
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
個
人
貸
付
け
は
い
た
し
ま
せ

ん
）
。

　
借
受
け
方
法

　
借
受
け
を
希
望
す
る
方
は
嘱
託
員

及
び
事
業
所
責
任
者
を
通
じ
市
農
林

課
へ
申
し
込
み
、
使
用
方
法
等
の
説

明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
借
受
け
る
二
、
三
日
前
に
申

し
込
み
、
そ
の
結
果
に
よ
り
町
内
や

部
落
の
防
除
日
程
等
を
決
め
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ア
メ
シ
ロ
の
被
害
を
受
け
や
す
い

樹
木
は
、
桜
、
ク
ル
ミ
、
プ
ラ
タ
ナ

ス
、
ポ
プ
ラ
、
柿
、
桑
、
桐
等
の
広

葉
樹
で
す
。

毎
日
一
回
庭
木
の
見
廻

り
に
よ
り

ア
メ
シ
ロ
の
早
期
発
見

早
期
防
除
を
し
ま
し
ょ
う

　
市
農
協
と
市
農
業
共
済
組
合
で
も

ア
メ
シ
ロ
の
防
除
を
や
っ
て
く
れ
ま

す
。
　
た
だ
し
、
大
型
防
除
機
械
の
た
め
、

つ
ぎ
の
事
項
に
留
意
し
て
実
施
し
て

く
だ
さ
い
〇

　
一
、
大
型
防
除
機
械
で
す
か
ら
、

二
～
三
町
内
ま
と
ま
っ
て
実
施
す
る
。

　
二
、
責
任
者
を
は
っ
き
り
定
め
る

こ
と
。

　
三
、
防
除
当
日
は
必
ず
人
夫
（
ホ

ー
ス
持
ち
）
を
四
～
五
人
出
役
さ
せ

る
。

　
四
、
防
除
当
日
ま
で
に
ド
ラ
ム
カ
＼

ン
位
の
大
き
さ
の
容
器
に
水
を
溝
外

ン
に
し
て
二
～
三
本
位
用
意
し
て
お

く
〇　
五
、
町
内
の
防
除
体
制
が
整
っ
た

ら
実
施
す
る
一
週
間
位
前
に
市
農
協

ま
た
は
市
農
業
共
済
組
合
へ
連
絡
し
、

防
除
日
程
等
に
つ
い
て
打
合
せ
て
く

だ
さ
い
。
　
（
連
絡
先
　
市
農
協
営
農

課
魯
七
i
一
五
七
一
番
、
有
線
四
一

九
一
三
番
　
市
農
業
共
済
組
合
魯
二

－
二
二
六
四
番
、
有
線
五
二
九
一
四

番
）
　
六
、
防
除
薬
剤
は
、
防
除
実
施
者

の
負
担
と
し
、
防
除
機
械
の
使
用
料

は
市
農
協
の
防
除
機
械
一
時
問
当
た

り
六
千
円
。
市
農
業
共
済
組
合
の
防

除
機
一
時
間
当
た
り
六
干
円
で
す
。

ど
ち
ら
も
オ
ペ
レ
；
タ
ー
が
一
人
付

き
ま
す
。

　
自
分
の
緑
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ

，
つ
！

10月9月8月7月6月5月

　
　
　
　
／

　
　
　
　
曜

　
　
　
　
八

鱗
）

皿＼圏一
1　　　　第1回目の発生

成虫

’詑

アメシロ成虫のメス幼虫嚇
蝋

”＼一
　第2回目の発生i卵

額

幼虫

1紬義藤
慧．ぐ
　アメシロ成虫のオス

ll昭和51年5月25日II”””1”1”1””1。”II（5）”1””1””llIllIIIIII””量1”III””1””II心6』腕囎r6”』5世眉”側IIIII

　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種
等
の

実
施
に
つ
い
て

　
昭
和
五
十
一
年
度
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

接
種
及
び
判
定
、
B
C
G
接
種
を
下

記
の
日
程
に
よ
り
六
月
二
日
～
三
十

日
の
間
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
該
当

者
は
、
必
ず
通
知
書
、
母
子
健
康
手

帳
を
持
参
の
う
え
会
場
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

　
該
当
者

・
一
般

　
昭
和
五
十
年
一
月
一
日
～
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
と
、

6
日
至
誠
堂
医
院
へ
西
浦
東
）
…

　
　
　
　
　
　
曾
2
の
3
2
7
6
番
　

B
日
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
…

　
　
　
　
　
　
曾
2
の
2
1
7
4
番
…

20

日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）
…

　
　
　
　
　
　
魯
2
の
3
2
6
9
番
…

27

日
　
庭
野
医
院
葎
明
町
）
…

　
　
　
　
　
　
曾
2
の
2
7
1
1
番
…

四
十
九
年
一
月
一
日
～
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
過
去

に
ツ
反
歴
の
な
い
人
と
、
前
年
度
陰

性
、
疑
陽
性
で
過
去
に
B
C
G
歴
の

な
い
人
。

・
小
学
生

　
一
年
生
全
員
と
二
年
生
の
一
部

（
一
年
生
時
B
C
G
接
種
者
）

・
中
学
生

　
二
年
生
全
員
と
三
年
生
の
一
部

（
二
年
生
時
B
C
G
接
種
者
）

と　き6月24日㊥午前10時～午後3時

ところ十日町市役所
　※詳しくは保健課へおたずねください。

ツ
　
　
反

接
種
日

ツ
反
判
｛
疋

n
D
　
C
　
G

接
種
日

受
付
時
間

　
　
（
午
後
）

実
施
会
場

実
　
施
　
地
　
区

2
日
（
火
）

4
臼
（
金
）

2
時
～
2
時
半

下
条
小
学
校

下
条
小
学
校
区

2
時
50
分
～
3
時

東
下
組
小
学
校

東
下
組
小
学
校
区

7
日
（
月
）

9
日
（
水
）

2
時
～
2
時
15
分

吉
田
小
学
校

吉
田
小
学
校
区

2
時
半
～
2
時
45
分

名
ケ
山
小
学
校

名
ケ
山
小
学
校
区

3
時
～
3
時
10
分

真
田
小
学
校

真
田
小
学
校
区

3
時
20
分
～
3
時
40
分

鐙
島
小
学
校

鐙
島
小
学
校
区

8
日
（
月
）

10

日
（
木
）

2
時
～
2
時
15
分

飛
一
小
学
校

飛
一
小
学
校
区

2
時
半
～
2
時
40
分

飛
二
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

2
時
～
2
時
15
分

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

東
小
学
校
区

14

日
（
月
）

16

日
（
水
）

2
時
～
2
時
10
分

八
箇
小
学
校

八
箇
小
学
校
区

2
時
半
～
3
時
10
分

14

日
　
市
役
　
所

16

日
　
川
治
公
民
館

川
治
地
区
（
賑
躍
区
毒
く
｝

2
時
～
2
時
半

水
沢
小
学
校

水
沢
小
学
校
区

16

日
（
水
）

18

日
（
金
）

2
時
～
2
時
45
分

中
条
小
学
校

中
条
小
学
校
区

21
日
（
月
）

23

日
（
水
）

2
時
～
2
時
45
分

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

稲
荷
町
、
西
本
町
、
干
代

田
町
、
八
幡
田
町
、
宮

下
、
諏
訪
町
、
神
明
町
、

学
校
町
、
水
野
町
、
若
宮

町
、
田
中
町
、
川
原
町
、

上
川
町
、
田
川
町
、
島
、

江
道
、
猿
倉
津
池
、
菅

沼
、
大
池
、
赤
倉
、
下
川

原
町

22
日
（
火
）

24

日
（
木
）

2
時
～
2
時
45
分

市
民
会
　
館

本
町
、
袋
町
、
栄
町
、
高

田
町
（
四
・
五
を
除
く
）

丸
山
町
、
昭
和
町
、
西
寺

町
、
七
軒
町
、
泉
町
、
加

賀
糸
屋
町
、
関
口
樋
口

町
、
駅
通
り
、
西
浦
、
旭

町

23

旦
水
）

25
日
（
金
）

2
時
～
2
時
45
分

市
　
　
役
　
　
所

古
同
山
、
錦
町
、
美
雪
町
、

桜
木
町
、
春
日
町
、
古
同
田

町
四
・
五
、
千
歳
町
、
寿

町
、
河
内
町

28
日
（
日
）

30
日
（
水
）

2
時
～
2
時
15
分

馬
場
小
学
校

馬
場
小
学
校
区

2
時
半
～
2
時
3
5
分

珠
　
田
　
分
　
校

珠
川

3
時
～
3
時
1
0
分

野
中
小
学
校

野
中
小
学
校
区

3
時
半
～
3
時
40
分

六
箇
小
学
校

六
箇
小
学
校
区

献血車日程
午前10時～午後3時

城之古工場団地礁翫
織

とき6月2
ところ飯林

明日といわず今献血しましょう

停
電
の
お
し
ら
せ

　
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
▽
六
月
四
日
…
…
蕨
平
～
三
ツ
山

～
上
田
原
、
午
前
九
時
～
午
後
一
時

ま
で
　
▽
六
月
八
日
…
…
北
新
田
～

城
之
古
～
明
石
町
～
内
後
～
川
治
下

町
第
三
の
一
部
、
午
前
八
時
～
午
後

一
時
ま
で
　
▽
六
月
十
六
日
…
：
中

条
島
の
一
部
～
旭
町
～
北
原
～
原
～

廿
日
城
～
上
新
田
～
板
橋
～
岩
野
～

反
目
～
行
寺
、
午
前
八
時
半
～
正
午

ま
で
　
▽
六
月
十
八
日
…
…
城
之
古

の
一
部
～
高
島
～
鉢
～
中
手
～
中
平

～
名
ケ
山
、
正
午
～
午
後
四
時
ま
で

　
▽
六
月
二
十
二
日
…
…
本
町
七
丁

目
の
一
部
、
午
前
九
時
～
正
午
ま
で

　
▽
六
月
二
十
五
日
…
…
稲
荷
町
三

丁
目
の
一
部
～
西
本
町
～
八
幡
田
町

の
一
部
、
午
前
八
時
半
～
午
後
一
時

ま
で
　
▽
六
月
二
十
九
日
…
…
新
座

第
一
の
一
部
～
新
座
第
二
の
一
部
、

午
前
九
時
～
正
午
ま
で
。
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■
火
に
十
分
注
意
し
、
山
火
事
等
に

気
を
つ
け
る
と
共
に
子
ど
も
さ
ん
に

ま
ね
を
さ
せ
な
い
よ
う
特
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
別
薬
剤
散
布
方
法

　
ア
メ
シ
ロ
が
巣
か
ら
で
て
樹
木
全

体
に
分
散
し
た
時
期
の
防
除
方
法
で

す
。
薬
剤
に
よ
る
防
除
は
薬
が
か
か

っ
た
虫
は
死
に
ま
す
が
、
樹
木
全
体

に
ち
ら
ば
っ
て
い
る
の
で
、
必
ず
薬

の
か
か
ら
な
い
虫
が
残
り
、
そ
の
一

匹
が
ま
た
三
百
か
ら
千
個
の
卵
を
産

む
の
で
撲
滅
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
す
。

代
表
的
な
防
除
薬
と
し
て
D
D
V
P

乳
剤
、
デ
イ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
乳
剤
等

が
あ
り
、
薬
局
や
農
協
等
で
市
販
さ

れ
て
い
ま
す
。
　
（
薬
剤
等
の
使
用
に

当
っ
て
は
、
使
用
方
法
等
十
分
注
意

し
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
）

防
除
機
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す

　
市
で
は
、
ア
メ
シ
ロ
の
撲
滅
を
図

る
た
め
ア
メ
シ
ロ
専
用
の
防
除
機
と

高
枝
切
り
バ
サ
ミ
を
設
置
し
、
つ
ぎ

の
要
領
で
無
料
貸
し
出
し
い
た
し
ま

す
◎
　
貸
付
対
象
者

　
市
政
事
務
嘱
託
員
及
び
各
事
業
所

責
任
者
（
防
除
は
町
内
や
部
落
全
体

で
行
わ
な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
個
人
貸
付
け
は
い
た
し
ま
せ

ん
）
。

　
借
受
け
方
法

　
借
受
け
を
希
望
す
る
方
は
嘱
託
員

及
び
事
業
所
責
任
者
を
通
じ
市
農
林

課
へ
申
し
込
み
、
使
用
方
法
等
の
説

明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
借
受
け
る
二
、
三
日
前
に
申

し
込
み
、
そ
の
結
果
に
よ
り
町
内
や

部
落
の
防
除
日
程
等
を
決
め
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ア
メ
シ
ロ
の
被
害
を
受
け
や
す
い

樹
木
は
、
桜
、
ク
ル
ミ
、
プ
ラ
タ
ナ

ス
、
ポ
プ
ラ
、
柿
、
桑
、
桐
等
の
広

葉
樹
で
す
。

毎
日
一
回
庭
木
の
見
廻

り
に
よ
り

ア
メ
シ
ロ
の
早
期
発
見

早
期
防
除
を
し
ま
し
ょ
う

　
市
農
協
と
市
農
業
共
済
組
合
で
も

ア
メ
シ
ロ
の
防
除
を
や
っ
て
く
れ
ま

す
。
　
た
だ
し
、
大
型
防
除
機
械
の
た
め
、

つ
ぎ
の
事
項
に
留
意
し
て
実
施
し
て

く
だ
さ
い
〇

　
一
、
大
型
防
除
機
械
で
す
か
ら
、

二
～
三
町
内
ま
と
ま
っ
て
実
施
す
る
。

　
二
、
責
任
者
を
は
っ
き
り
定
め
る

こ
と
。

　
三
、
防
除
当
日
は
必
ず
人
夫
（
ホ

ー
ス
持
ち
）
を
四
～
五
人
出
役
さ
せ

る
。

　
四
、
防
除
当
日
ま
で
に
ド
ラ
ム
カ
＼

ン
位
の
大
き
さ
の
容
器
に
水
を
溝
外

ン
に
し
て
二
～
三
本
位
用
意
し
て
お

く
〇　
五
、
町
内
の
防
除
体
制
が
整
っ
た

ら
実
施
す
る
一
週
間
位
前
に
市
農
協

ま
た
は
市
農
業
共
済
組
合
へ
連
絡
し
、

防
除
日
程
等
に
つ
い
て
打
合
せ
て
く

だ
さ
い
。
　
（
連
絡
先
　
市
農
協
営
農

課
魯
七
i
一
五
七
一
番
、
有
線
四
一

九
一
三
番
　
市
農
業
共
済
組
合
魯
二

－
二
二
六
四
番
、
有
線
五
二
九
一
四

番
）
　
六
、
防
除
薬
剤
は
、
防
除
実
施
者

の
負
担
と
し
、
防
除
機
械
の
使
用
料

は
市
農
協
の
防
除
機
械
一
時
問
当
た

り
六
千
円
。
市
農
業
共
済
組
合
の
防

除
機
一
時
間
当
た
り
六
干
円
で
す
。

ど
ち
ら
も
オ
ペ
レ
；
タ
ー
が
一
人
付

き
ま
す
。

　
自
分
の
緑
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ

，
つ
！

10月9月8月7月6月5月

　
　
　
　
／

　
　
　
　
曜

　
　
　
　
八

鱗
）

皿＼圏一
1　　　　第1回目の発生

成虫

’詑

アメシロ成虫のメス幼虫嚇
蝋

”＼一
　第2回目の発生i卵

額

幼虫

1紬義藤
慧．ぐ
　アメシロ成虫のオス
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ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種
等
の

実
施
に
つ
い
て

　
昭
和
五
十
一
年
度
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

接
種
及
び
判
定
、
B
C
G
接
種
を
下

記
の
日
程
に
よ
り
六
月
二
日
～
三
十

日
の
間
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
該
当

者
は
、
必
ず
通
知
書
、
母
子
健
康
手

帳
を
持
参
の
う
え
会
場
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

　
該
当
者

・
一
般

　
昭
和
五
十
年
一
月
一
日
～
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
と
、

6
日
至
誠
堂
医
院
へ
西
浦
東
）
…

　
　
　
　
　
　
曾
2
の
3
2
7
6
番
　

B
日
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
…

　
　
　
　
　
　
曾
2
の
2
1
7
4
番
…

20

日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）
…

　
　
　
　
　
　
魯
2
の
3
2
6
9
番
…

27

日
　
庭
野
医
院
葎
明
町
）
…

　
　
　
　
　
　
曾
2
の
2
7
1
1
番
…

四
十
九
年
一
月
一
日
～
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
過
去

に
ツ
反
歴
の
な
い
人
と
、
前
年
度
陰

性
、
疑
陽
性
で
過
去
に
B
C
G
歴
の

な
い
人
。

・
小
学
生

　
一
年
生
全
員
と
二
年
生
の
一
部

（
一
年
生
時
B
C
G
接
種
者
）

・
中
学
生

　
二
年
生
全
員
と
三
年
生
の
一
部

（
二
年
生
時
B
C
G
接
種
者
）

と　き6月24日㊥午前10時～午後3時

ところ十日町市役所
　※詳しくは保健課へおたずねください。

ツ
　
　
反

接
種
日

ツ
反
判
｛
疋

n
D
　
C
　
G

接
種
日

受
付
時
間

　
　
（
午
後
）

実
施
会
場

実
　
施
　
地
　
区

2
日
（
火
）

4
臼
（
金
）

2
時
～
2
時
半

下
条
小
学
校

下
条
小
学
校
区

2
時
50
分
～
3
時

東
下
組
小
学
校

東
下
組
小
学
校
区

7
日
（
月
）

9
日
（
水
）

2
時
～
2
時
15
分

吉
田
小
学
校

吉
田
小
学
校
区

2
時
半
～
2
時
45
分

名
ケ
山
小
学
校

名
ケ
山
小
学
校
区

3
時
～
3
時
10
分

真
田
小
学
校

真
田
小
学
校
区

3
時
20
分
～
3
時
40
分

鐙
島
小
学
校

鐙
島
小
学
校
区

8
日
（
月
）

10

日
（
木
）

2
時
～
2
時
15
分

飛
一
小
学
校

飛
一
小
学
校
区

2
時
半
～
2
時
40
分

飛
二
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

2
時
～
2
時
15
分

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

東
小
学
校
区

14

日
（
月
）

16

日
（
水
）

2
時
～
2
時
10
分

八
箇
小
学
校

八
箇
小
学
校
区

2
時
半
～
3
時
10
分

14

日
　
市
役
　
所

16

日
　
川
治
公
民
館

川
治
地
区
（
賑
躍
区
毒
く
｝

2
時
～
2
時
半

水
沢
小
学
校

水
沢
小
学
校
区

16

日
（
水
）

18

日
（
金
）

2
時
～
2
時
45
分

中
条
小
学
校

中
条
小
学
校
区

21
日
（
月
）

23

日
（
水
）

2
時
～
2
時
45
分

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

稲
荷
町
、
西
本
町
、
干
代

田
町
、
八
幡
田
町
、
宮

下
、
諏
訪
町
、
神
明
町
、

学
校
町
、
水
野
町
、
若
宮

町
、
田
中
町
、
川
原
町
、

上
川
町
、
田
川
町
、
島
、

江
道
、
猿
倉
津
池
、
菅

沼
、
大
池
、
赤
倉
、
下
川

原
町

22
日
（
火
）

24

日
（
木
）

2
時
～
2
時
45
分

市
民
会
　
館

本
町
、
袋
町
、
栄
町
、
高

田
町
（
四
・
五
を
除
く
）

丸
山
町
、
昭
和
町
、
西
寺

町
、
七
軒
町
、
泉
町
、
加

賀
糸
屋
町
、
関
口
樋
口

町
、
駅
通
り
、
西
浦
、
旭

町

23

旦
水
）

25
日
（
金
）

2
時
～
2
時
45
分

市
　
　
役
　
　
所

古
同
山
、
錦
町
、
美
雪
町
、

桜
木
町
、
春
日
町
、
古
同
田

町
四
・
五
、
千
歳
町
、
寿

町
、
河
内
町

28
日
（
日
）

30
日
（
水
）

2
時
～
2
時
15
分

馬
場
小
学
校

馬
場
小
学
校
区

2
時
半
～
2
時
3
5
分

珠
　
田
　
分
　
校

珠
川

3
時
～
3
時
1
0
分

野
中
小
学
校

野
中
小
学
校
区

3
時
半
～
3
時
40
分

六
箇
小
学
校

六
箇
小
学
校
区

献血車日程
午前10時～午後3時

城之古工場団地礁翫
織

とき6月2
ところ飯林

明日といわず今献血しましょう

停
電
の
お
し
ら
せ

　
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
▽
六
月
四
日
…
…
蕨
平
～
三
ツ
山

～
上
田
原
、
午
前
九
時
～
午
後
一
時

ま
で
　
▽
六
月
八
日
…
…
北
新
田
～

城
之
古
～
明
石
町
～
内
後
～
川
治
下

町
第
三
の
一
部
、
午
前
八
時
～
午
後

一
時
ま
で
　
▽
六
月
十
六
日
…
：
中

条
島
の
一
部
～
旭
町
～
北
原
～
原
～

廿
日
城
～
上
新
田
～
板
橋
～
岩
野
～

反
目
～
行
寺
、
午
前
八
時
半
～
正
午

ま
で
　
▽
六
月
十
八
日
…
…
城
之
古

の
一
部
～
高
島
～
鉢
～
中
手
～
中
平

～
名
ケ
山
、
正
午
～
午
後
四
時
ま
で

　
▽
六
月
二
十
二
日
…
…
本
町
七
丁

目
の
一
部
、
午
前
九
時
～
正
午
ま
で

　
▽
六
月
二
十
五
日
…
…
稲
荷
町
三

丁
目
の
一
部
～
西
本
町
～
八
幡
田
町

の
一
部
、
午
前
八
時
半
～
午
後
一
時

ま
で
　
▽
六
月
二
十
九
日
…
…
新
座

第
一
の
一
部
～
新
座
第
二
の
一
部
、

午
前
九
時
～
正
午
ま
で
。
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住
民
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
間
接
撮
影
・
血
圧
測
定
）

の
日
程

　
定
期
結
核
健
康
診
断
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
と
今
年
か
ら
循
環
器
検
診

（
血
圧
測
定
）
を
行
い
ま
す
の
で
該

当
者
は
必
ず
受
検
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

▽
該
当
者

　
十
日
町
市
内
に
在
住
す
る
住
民
。

　
（
た
だ
し
職
場
検
診
、
小
学
校
に
入

　
学
し
て
い
な
い
子
供
、
小
学
生
、

　
中
学
生
、
高
校
生
は
除
き
ま
す
）

▽
注
意
と
お
願
い

○
こ
の
検
診
だ
け
は
個
人
通
知
を
致

　
し
ま
す
が
、
個
人
通
知
の
届
か
な

　
い
方
、
職
場
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
を
実
施
し
な
い
所
に
勤
務
し
て
い

　
る
方
は
最
寄
り
の
会
場
で
受
検
し

　
て
く
だ
さ
い
。

○
個
入
通
知
の
注
意
事
項
を
良
く
お

　
読
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
個
人
通
知

　
は
会
場
に
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

○
検
診
後
、
通
知
の
な
い
方
は
異
常

　
が
な
か
っ
た
も
の
と
ご
承
知
く
だ

　
さ
い
。
精
密
検
査
の
必
要
な
方
に

　
は
連
絡
い
た
し
ま
す
。

◎
年
に
一
度
は
隔
家
そ
ろ
っ
て

　
　
　
健
康
診
断
を
し
ま
し
ょ
う
！

月
　
　
日

会
　
　
　
場

実
施
時
間

対
　
　
象
　
　
地
　
　
区

6
月
－
日

（
火
）

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校

午
前
9
時
2
0
分
～
1
0
時

東
枯
木
又
、
西
枯
木
又

飛
二
小
学
校

午
前
10

時
半
～
H
時
半

宇
田
ケ
沢
、
菅
沼
、
山
新
田
、
小
貫

飛
一
小
学
校

一
、
一
ツ
山
分
校

午
後
1
時
半
～
2
時

三
ツ
山

新
水
克
雪
セ
ン
タ
i

午
後
2
時
半
～
3
時
半

新
水
、
蕨
平
、
上
田
原

6
月
2
日

（
水
）

飛
一
小
学
校
午
前
9
時
～
1
0
時
半

嘉
勝
、
盃
木
、
焼
野
、
魚
之
田
川

市
之
沢
作
業
所

午
後
1
時
～
1
時
半

中
条
市
之
沢

6
月
3
日

（
木
）

中
条
小
学
校

午
前
9
時
～
n
時
半

中
条
島
、
峠
、
梅
沢
、
中
条
新
田
、

北
原

中
条
公
民
館

大
井
田
分
館
午
後
1
時
半
～
3
時

三
和
町
、
四
日
町
新
田
第
一
・
第

二
・
第
三
・
第
四
、
南
新
田
町

6
月
4
日

　
（
金
）

中
条
公
民
館

大
井
田
分
館

午
前
　
午
後

9
時
～
3
時

四
日
町
第
一
・
第
二
・
第
三
・
第

四
、
尾
崎
、
五
軒
新
田

6
月
7
日

　
　
（
月
）

中
条
公
民
館

午
前
　
午
後

9
時
～
3
時
半

太
子
堂
、
塚
田
、
中
条
八
幡
、
上

原
、
上
町
、
中
町
、
背
戸

6
月
1
6
日

（
水
）

船
坂
公
民
館
午
前
10

時
半
～
n
時

船
坂

鍬
柄
沢
冬
期
分
校

午
後
2
時
～
2
時
半

鍬
柄
沢

6
月
1
7
日

（
木
）

塩
野
冬
期
分
校

午
前
10
時
半
～
1
1
時

塩
野

願
入
冬
期
分
校

午
後
2
時
～
2
時
半

願
入

6
月
1
8
日

（
金
）

飛
一
小
学
校

池
　
谷
　
分
　
校

午
前
10

時
半
～
n
時

池
谷
、
入
山

大
池
小
学
校

赤
　
倉
　
分
　
校

午
後
2
時
～
2
時
半

赤
倉

事
業
名

月
日

受
付
時
間

会
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

4
カ
月
児

検
診
並
び

に
育
児
学

級

6
月
15
日

（
火
）

午
　
後

－
　
　
寺

　
日

　
～
1
時
半

十
日
町

公
民
館

51

年
2
月

生
ま
れ
の

者

全
　
　
　
域

身
体
測
定

内
科
検
診

育
児
学
級

育
　
　
児

口
日
　
　
　
　
炎

ま
丁
　
　
　
　
　
二
＝
阿

6
月
24
日

（
木
）

午
　
後

1
時
半

　
～
2
　
　
寺

　
日

十
日
町

公
民
館

50

年
8
月

1
日
～
5
0

年
1
0
月
3
1

日
ま
で
に

生
ま
れ
た

者

十
日
町
、
川

治
、
六
箇
、

大
井
田
、
新

座
地
区

身
体
測
定
、
保
育

に
つ
い
て
の
相
談

な
ど

3
歳
児

検
　
　
診

6
月
25
日

（
金
）

午
　
後

－
　
　
上
寸

　
日

　
～
2
　
　
寺

　
日

十
日
町

公
民
館

47
年
1
2
月

生
ま
れ
の

者

全
　
　
　
域

3
歳
6
カ
月
児
を

対
象
個
人
通
知
が
な
く

て
も
該
当
月
の
方

は
お
い
で
く
だ
さ
い

婚
　
　
前

新
婚
者

健
康
相
談

6
月
6
日

（
木
）

午
　
後

－
　
　
寺

　
日

　
～
1
時
半

十
日
町

保
健
所

希
望
者

全
　
　
　
域

健
康
相
談

家
族
計
画

血
液
検
査
（
梅
毒
）

で
無
料

甜
骸
な
ん
で
も
ど
う
ぞ

　
　
合
同
行
政
相
談
所
を
開
設
・

　
国
、
県
、
市
の
行
う
仕
事
に
つ
い

て
不
満
、
要
望
等
を
お
聞
き
し
、
そ

の
場
で
解
決
の
促
進
を
は
か
る
合
同

行
政
相
談
所
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
設

し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
Q

　
と
き
　
六
日
十
八
日
（
金
）

　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

　
と
こ
ろ
市
役
所
四
階
大
会
議
室

髄
朋
大
火
記
念
消
防
演
習

　
市
消
防
団
は
、
六
月
十
日
、
十
日

町
大
火
の
記
念
消
防
演
習
を
実
施
し

ま
す
。

　
当
日
は
、
サ
イ
レ
ン
及
び
半
鐘
を

鳴
ら
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

9
：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

．
●
・
－
○

　
　
3

　
　
夢翻

　
　
お

　
　
盈
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今
月
五
日
は
梅
雨
入
り
。
こ
れ
か
ら
秋
に
か
廿
て
集
中
豪
雨
や
台

風
の
襲
来
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
特
に
市
内
に
は
、
危
険
カ
所
と

し
て
警
戒
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
け
で
も
、
地
す
べ
り
二
十
一
カ
所
、

中
小
河
川
は
ん
ら
ん
約
四
十
カ
所
、
た
め
池
等
約
四
十
三
カ
所
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
新
潟
地
方
気
象
台
は
、
去
る
五
月
二
十
日
、
六
月
か
ら

八
月
ま
で
の
長
期
予
報
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
六

月
下
旬
か
ら
七
月
上
旬
に
か
け
て
梅
雨
前
線
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、

所
に
よ
っ
て
大
雨
の
降
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。

　
入
梅
期
は
、
気
象
の
変
化
で
い
つ
大
雨
が
降
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

各
家
庭
で
も
万
全
の
予
防
対
策
を
た
て
、
災
害
シ
ー
ズ
ン
を
無
事
の

り
き
り
た
い
も
の
で
す
。

　　　　　繋難災
　
六
月
か
ら
七
月
に
か
け

て
の
雨
期
は
、
私
た
ち
の

生
活
に
収
穫
と
い
う
恩
恵

を
も
た
ら
し
ま
す
が
、
反

面
、
大
き
な
被
害
も
与
え

ま
す
。
集
中
豪
雨
（
豪
雨

と
は
一
日
の
雨
量
が
百
ミ
リ

隣　　
　
以
上
の
場
合
）
の
多
く
は
、

　
　
渇
綴　　
　
六
月
、
七
月
の
梅
雨
前
線

　
　
　
に
ょ
る
場
合
が
多
く
あ
り
、

　　　　　鎌　　難籔

河
川
の
決
壊
等
に
よ
る
水

害
、
崖
く
ず
れ
、
地
す
べ

り
等
の
被
害
が
発
生
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
雨
に
備
え

対
策
を
た
て
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
は
自
分
の
力
で
未

然
に
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
わ

が
家
の
防
災
対
策
と
し
て
、
気
象
を

知
り
、
地
盤
を
知
り
、
避
難
の
場
所

を
知
る
こ
と
で
す
。

　
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
つ
ぎ

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

魯
鳳
象
を
知
る

　
天
気
予
報
や
大
雨
情
報
な
ど
の
気

象
情
報
を
よ
く
聞
く
。
黒
い
雨
雲
と

雷
は
集
中
豪
雨
の
シ
ン
ボ
ル
。
二
～

三
時
間
の
雨
上
り
は
、
つ
ぎ
の
豪
雨

の
前
ぶ
れ
。

雨
目
亘
を
計
る

　
上
と
下
の
面
積
が
同
じ
空
き
缶
を

外
に
出
し
、
一
時
間
し
て
か
ら
空
き

缶
に
た
ま
っ
た
雨
水
の
深
さ
を
ミ

リ
単
位
で
計
り
ま
す
。
大
雨
と
は
、

一
日
の
雨
量
五
十
～
百
デ
で
六
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

十
二
時
間
続
く
と
被
害
が
出
は
じ

め
享
・
（
藷
は
・
百
の
雨
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
措

量
百
リ
以
上
で
一
～
三
時
間
で
被
の

害
が
出
は
じ
め
る
）
災

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防

地
盤
（
地
形
）
を
知
る
る

　
ガ
ケ
下
な
ど
の
家
は
・
雨
が
や
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
危
険
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

集
中
豪
雨
の
二
～
三
時
間
後
が
土
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

砂
く
ず
れ
の
ピ
ー
ク
で
す
。
小
さ
た

な
沢
も
大
き
な
土
石
流
の
通
路
と
な

な
り
、
集
中
豪
雨
の
時
は
、
沢
の
あ

出
口
が
最
も
危
険
で
す
・
ま
た
・
　
●

地
す
べ
り
は
、
雨
の
や
ん
だ
後
二

～
三
日
後
に
発
生
す
る
こ
と
が
多

く
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
兆
候
が
あ
っ
た

と
き
は
す
ぐ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
兆
候
〕
□
井
戸
水
、
湧
水
な
ど
が

急
に
か
れ
る
□
水
田
の
水
保
ち
が
急

に
悪
く
な
る
口
急
傾
斜
地
面
に
亀
裂

が
生
ず
る
□
地
鳴
り
、
家
鳴
り
が
す

る
口
山
肌
の
岩
石
が
ボ
ロ
ボ
ロ
崩
れ

落
ち
る
。

　
避
難
を
知
る

　
「
避
難
は
早
す
ぎ
る
こ
と
は
な
く
、

帰
宅
は
遅
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
」
と

★がけの周囲を日頃から見遍り次のような

　ことを早目にドーましょう。

擁

風で地盤をゆさ、；くる

ような尺木を切る

．＿な＿，，膨璽
　　　　　　　　　　　　　　　■劇贈諺7う　　　　去る

　　　　　　　　　　　　　　　　♂　　4・ビニー，牌でがけを

　　　　　　　　　　　　・崩れそう嫡所に；蟹叶1沐瞬纏を防ぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　木や販の柵、石績みをする

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

い
わ
れ
る
よ
う
に
避
難
は
早
す
ぎ
る

に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
ご
ろ
か
ら
避
難
す
る
道
順
や
場

所
を
決
め
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
避
難
す
る
と
き
は
、
ガ
ケ
下
、
た
め

池
、
川
の
そ
ば
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。

　
懐
中
電
灯
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ

ジ
オ
、
貴
重
品
、
食
糧
、
救
急
医
療

品
な
ど
は
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ
う
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
〃
ど
う
に
も
避
難
が
遅
れ
た
と
き

は
二
階
へ
”


